
https://www.jmf-reit.com/

証券コード  8953

不動産投資信託証券発行者名
日本都市ファンド投資法人 （コード番号8953）
代表者名 執 行 役 員 西 田 雅 彦

URL：https://www.jmf-reit.com/
資産運用会社名

株式会社ＫＪＲマネジメント
代表者名 代表取締役社長 荒 木 慶 太
問合せ先 執行役員 都市事業本部長 町 田 拓 也

TEL：03-5293-7081

2026年10月21日

2026年8月期（第49期）決算概要



1

2,459 2,477 2,562 2,553 2,602 

2,820 
3,006 3,012 3,000 3,050

47期
2025年
8月期

48期
2026年
2月期

49期
2026年
8月期

50期
2027年
2月期

51期
2027年
8月期

内部成長と売却益還元により、DPUは3,000円超を継続
実力EPUは約3%成長、49期のトータルリターンは10.7%

〈DPU〉

過去最高値

DONAV

*1： 実力EPUは、売却に伴う損益の影響を除外した、のれん償却費控除前の金額を示しています。
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1口当たり分配金増減要因

HIGHLIGHT

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

2027年8月期
（第51期）
予想

2027年2月期
（第50期）
予想

DPU予想

3,000円
DPU予想

3,050円

前期・当期の
売買影響

+13

（単位：円）

実力EPU
2,535

実力EPU
2,553

実力EPU
2,602

売却益等
還元
447

売却益等
還元
448

金利バッファー
（政策金利＋25bp）

オフィス
複合型
都市型商業

+48
+12
-12

イオン那覇SCの
リニューアル工事

の影響
-41

販管費等
+10

実力EPU
2,562

2026年8月期
（第49期）
前期公表予想

DPU予想

2,981円

2026年8月期
（第49期）
実績

DPU実績

3,012円

売却益等
還元
450

売却益等
還元
446

既存物件の
増収
+24

営業外収支・
販管費等

+2

既存物件の
増収
+42

営業外収支
-34

前期・当期の
売買影響

-10

既存物件の
増収

+123
営業外収支

-58 販管費等
-6

金利バッファー
（政策金利＋50bp）

都市型商業
複合型
住宅

+12
+8
+3

都市型商業
複合型
郊外型商業
オフィス

+73
+33
+12
-23

ダウンタイム
影響含む ダウンタイム

影響含む



（金融商品取引業者関東財務局長（金商）第403号、一般社団法人資産運用業協会会員）

資産運用会社：株式会社ＫＪＲマネジメント

 本資料には、将来的な業績、計画、経営目標・戦略などが記載されている場合があります。これらの将来に関する記述は、将来の出来事や事業環境の傾向に関する現時点での仮定・前提によるもの
ですが、これらの仮定・前提は正しいとは限りません。実際の結果は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

 特に断りのない場合、本資料は日本における会計方針に基づいて作成されています。
 本資料は、本投資法人の決算の分析等に関する資料であって、本投資法人の投資証券の取得その他金融商品取引契約の締結の勧誘を目的として作成されたものではありません。投資を行う際は、
投資家ご自身の判断と責任で投資なさるようお願いいたします。

 本投資法人は、価格変動を伴う不動産及びその関連資産に投資を行う公募不動産投資法人（J-REIT）であり、経済情勢、金利情勢、投資口に対する需給状況、不動産市況、運用する不動産の
価格や賃料収入の変動、災害、本投資法人の財務状態の悪化等により、投資口の市場価格が下落又は分配金の額が減少し、投資主が損失を被る場合があります。
詳しくは本投資法人の有価証券届出書（目論見書）及び有価証券報告書に記載の「投資リスク」をご覧ください。

ディスクレーマー
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